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低温タール酸性油の利用研究
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1，は　じ　め

　この研究は昭和25年9月～26年2月宇部興産株式会

社宇部窒素工場からの委託研究，昭和26年度科学研究

費による研究である．宇部窒素工場では昭和9年以来宇

部炭の低温乾溜を実施しているが，得られるタール中の

酸性油は含有するフェノール，クレゾ・・ルはともかくと

して，より高沸点の酸性油はほとんど見るべき用途がな

い．この低温タール高沸点酸性油はその成分が明かでな

いこともこれまで適当な用途を得なかつた一因であろ

う．

　宇部炭は友分多く（14％前後）フミy質の多い不粘結

炭で，これを500～600℃で乾溜ずると1トソの石炭か

ら直立炉ガス550m3，低温タ・一・ル8～9％が得られる・

この低温タ・・’一ルをユ5％苛性ソPダで洗い，中性油を分

離した後アルカリ溶液に炭酸ガスを吹込むとフエノ・・ル

油がタe・’一ルから計算して30～40％得られる・この酸性

油は常圧蒸溜で分けるとフエノール部分C6H50H（沸

点～191°C）1～2％，クレゾPル部分C6H4（OH）（ρH3）

・（沸点191～203°C）20～23％，キシレノPル部分C6H3

（OH）（CH3）2（沸点203～227°C）24～36％，高沸点酸性

油部分（沸点’227℃以上）44～41％にわかれる・

　われわれは主としてキシレノールを含む高沸点酸性油

　　　　　　　　　l（低温タ　一一ル酸性油の7～8割を占める部分）について以

下に述べるように，成分検索研究，表面活性剤，酸化防

止剤の試製およびビニル重合体の合成などの諸実験を試

みtc．

　2，成分強索研究

　石炭の高温乾溜（1，000℃前後）により得られるタt…

ル中の酸陸成分についてはこれまで多数の研究があり，

0．K’rub　．rらの精細な研究などから50個に近い成分が

確認されている．複雑な組成の酸性油の成分研究はまず

精密分溜により100以上の溜分に分ち，各溜分め分子

島プロム化物，クPtル酢酸との反応生成物，或は硝化，

スルホン化速度の差異，シユウ酸，尿素などとの錯化合

物の性状の差異などを利用して分離確認に努力するのが

常套手段である．これは非常に大きな労働量と細密な実

験按術を要する攻撃法で，高温タール酸性油の成分は多

年のタe・一ル化学者の努力によつて漸く開かlcなつてきた

ばかりである．石炭の低温乾溜繍ま，

れているが，その醐生油成分の検索研究は極く僅かしか

発表されていないし，宇部興産においても同社内の研究

により数個の化合物が確認されたに留る現状である．

　われわれはこの困難な商題である低温タール酸性成分

の検索研究に全力を傾けることは避けて，3節以下に述

べる利用研究の一助に，2つの観点から成分研究につい，

て接近を試み何等かの知見を得ようとしたものである．

　その一つはフエノール類の3級ブチル化による分離法

で，他はフエノt－一・ル類からシクロヘキサノール誘導体に．

変えその脱水後過マソガソ酸カリ酸化を試み得られるア

ジピソ酸誘導体の確認により成分を推定しようとする試

みである，

　フェ！一ル類の3級プチル化による分離の試みはD・

R・StevenS1）がクレゾール異性体の分離に応用しtc方法

で，クレゾ・一・ルの3種の異性体の沸点は20mmにてo－

90．0°C，m一およびP－101°Cで，オルソ体は蒸溜によ

り容易に分離できるが，メタ体とパラ体は沸点が同じで

蒸溜により分離できない，しかし硫酸を触媒としてイソ

リブチレンを作用させると，P一からは147℃（20　mm），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9m一からは167°C（20mm）のジ3級ブチル化物が得ら

れ，蒸溜による分離が可能となることを利用しtcもので

　　　　　　　GH　OH
◇c鴇璽笠H3

m－一ワレゾール　　　　　G（IG　H3）3

　　　　　　　　x

㎝〈〉

　CH3
ρ一クレゾール

　　　OH
¢嚇C 桙b（GH’）”

　　　CH3

ある．得られtcブチル化物は硫酸と共に加熱することに

より簡単にもとのフエノe・一■ルに復する・一方この3級ブ

チル基の導入についてはStevens以前にも数個の報告が

あり，CH、s基とOH基との間の位置，2個のCH3基に

はさまれた位置には入らないことが見出されている（例

次の式において○印はブチル基導入可能，×印不可能）

　　CH3　　　　Cトb　　　　　x　　　　　O

そこでキシレノ…ル溜分に3級ブチル化を試みるとe得

られる生成物の分溜により分離が可能と想像される．ま

ずStevensと同様フェノ”ル分に対て5～10％の濃硫

酸を加え60～70°Cでイソブチレソ・を通じたぷ予期に反
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して反応を見ない（純フェノールについても伺じ）ので，

ZnC12を触媒としてイソブタノールを用い18）°Cに1

時間反応させると純フェノe…ルから66％の収率にて融

点96～97℃のP　－3級ブチルフェノールが得られるの

でこの方法によりキシレノー一ル溜分の多い二号クレゾP

ルの各溜分に本反応を試みた．各溜分53gにイソブタ

ノール30g，　ZnC1283　gを加え反応させて得られる生

成物の量，これを20mmにて分溜し135～　　OH

蕪灘聯ブチ㈱％を無
第1表から見ると1～3の低沸点部分が25％

前後のブチル化物を得ているのに反し，6，7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0H

攣雛欝雛繁2踊あ禦趨ぴト』
をさらに精査してみ酪硫酸による脱ブヂ゜’7レソしル

　　第1i菱　二号クレゾールとその3級ブチル化物

一㊨c卜l」∬％一ぴ

　　　　　　　　　　（）C’tt　CH・C・（CH・）・－C・・H

371

144～145℃）を与えるところからδ一アセチルキツソウ

酸から成ることを知る。まfcm一クレゾールからメチ

ルシクロヘキサノールに変え，脱水して得られる環状オ

レフイ　ソ｝ま沸」点1100～102σC尋こ　92．5％，　102・㌔ユ04°C　をこ

7・5％，両部分を酸化すると，前溜分からは融点92・5～

93℃のβ一メチルアジピン酸，後溜分からはα一メチル

アジピン酸を得る．

OH　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CH3
⑨G比925％OCH，，　一・　H°2をC鴨世1甥゜°1“t

　　　曳○ドH駆c響犠鞠
OH，・

　　　　　　　　H，　　　　　　　9H・
　　　　　　　　＿＿＿の　｛→00C一αt2：CH2－CH2－GH－COOH

　　　　　　　　　　　　ρIPt　　〔63－64．C〕
　　　＼鋭
　　　，＼

番号
原　　料 1 ブチル化生成物

灘論障（・）R，、β

110～113

113～115

115～118

118～120

120～125

125～130

130～135

135～140

140～145

325

248

155

70

197

136

150

103

59

67

58

59　．

64

70

－57

52

40

25

135～160°C　（201
mm）の部分（％）

嚇、

、

㈱軍ゴ・　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　R　　　COOH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔lv〕

加して1なるシクロヘキサノPtル誘導体となし，その硫

酸による脱水により得られるシクロヘキセソ誘導体（II

またはIII）をKMnO4酸化してアジピン酸誘導体（W）

またはδ一ア．iZトキツソウ酸誘導体（V）を得てその構造

の確認により原耕酸性油の成分を推定しようとするもの

である．

　まず既知構造のフェノf一ルについてその変化を追求し

てみる．o一クレゾールを水素添加し，硫酸により脱水

（収率78％）した後蒸溜すると104～107°Cの沸点部分

が95％，107～110℃が5％であつk．前溜分のKMri

O4酸化生成物（収率81％）は融点63～64℃，α一メチ

ルアジピン酸であつて，後溜分ばセミカルバゾソ（融点

ル化が目的を達せず，このブチル化による酸性油の分離

は失敗のままで終るζとにした．

　第二の方法は次の反応式に示すように酸陸油を水素添

　　R’　　　　　　　　　R‘　　　　　　　　　　R’

R《》。HHz　　　　　　　　R〈噌『”’°R〈静または

　　K艶mmの齢を脱水すると96－1・7°Cの瀬

R8。。Hのシク゜へ牝ソを得る・その1°9の酸化
　　　〔V）生成物をクPFホルムで抽出すると7．5g，メ

タノ「ル抽出物は3・59を得tc・前者をクロロホルム・ぺ

yゼソ混液（1：3）20ccから再結晶すると1．59の融点

93～94．5℃のβ一メチルアジピソ酸を得，濾液中の69

も減圧蒸溜援そのケソ化価を求めるとメチノtアジピソ酸

に相当する，まteas剤から再結晶するとやはり融点93

～94℃の物質を得た．メタノe…ル抽出物は酢酸エチル

から再結晶させると2．39のアジピソ酸（融点151～152
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一鵜k、℃）を得る．従つてこの部分はフェノt…ル，m－一またぱ

P一クレゾールから成ることがわかる．これと同じ手法

でより高い沸点部分について研究を進めて行くと115～

125℃／20mmの酸性油溜分から誘導される酸化成績体，

は溶媒による再結晶分離が困難になつてくるのでジメチ

　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　7　　、

このo一およびm一クレゾe・一ルについての実験結果から

環状アルコ門ルの硫酸による脱水の過程を知り得たの

で，酸性油5．3　kgを20　mm下に精溜し100～130℃の

沸点範囲を5℃範囲に6溜分をとり，各溜分にNi触

媒を加え加圧下に230～250℃にて水素添加を行つた．

6個の水素添加生成物はそれぞれ30　mmで分溜を行

い，その各溜分について硫酸5％を加え150～160℃で

蒸溜してシクロヘキセソ誘導体を得た．KMnO4酸化は

その109をとりKMnO4809，水750　ccと共にKOH
水溶液（7．59を水160ccに溶かす）を滴下しながら70

～80°Cecて4時間行い，硫酸で中和した後濃縮し，まず

クロロホルムにて抽出，残渣をメタノe…；ルで抽出し，そ

れぞれの抽出物について吟昧を行つた．メタノール抽出

の場合には置換アジピン酸がジメチルエステルに変化す

るので抽出後硝酸で分解し游離酸に戻すiこうして検索

しta結果の一例をあげる．

　　R’　　原料油中100～105℃／2）mmの第1部分を

R鞠櫛加騨生成物中㎜一

ぜ

　　　1

ル㌦」轍
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ルアジピソ酸の分離が巧くできない．この点については

更に研究を進める必要があるが，低沸点溜分についてぱ

本法によりフェノ温ル，e一クレゾールおよびm－，か

混合ンレゾAル含量が推定可能である．
　　　　　　　　　　　　　　　がトリ
　なお参考までに既知フェノールの沸点をあげる．

　　　　　第2表　フ．xノ炉ル類の沸点　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　一

生謹耕究

　　フェノール

　　0一クレゾール

　　mぞレゾール

　　カークレヅール

　　2，4キシレノール

　　2，5一キシレノール

　　2，6一キシレノール・

　　2，3一キシレノ飼ル

　　3，5一キシレノール

　　3，4一キシレノール

　　0一工チルフェノール

　　m・一工チル7エノール

　　♪。エチルフェノール

　　2，4，6一トリメチルフェノNル

　　2，4，6一トリメチルフェノール

　　2，3，5一トリメチルフェノール

　　3，4，5一トリメチルフェノール

　　3一メチル5轄エチルフェノール

　　2，3，5，6テトラメチルフェノ4ル

。　　カテコール

　　イソホモカ牙．コール

　　ゆフエニルフエノール

　　レゾルシン
　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ

　　ジメチルカテコール

　り

両形式の表面活性剤を合成しその性質を研究した．その

詳細は別報2）にゆずりここには略述にとどめる．　　／

　まず硫酸ちステルソーダ塩の製造は，上述二号クレゾ

’ルのキシレノール溜分（沸点116～120°C／20mm）に

ZnC12を触媒としてラウリルアルコールを作用させ次式

R｛f’・H＋晒㎝雄R《な

85．0

90．0

101．0

101．0

105．0

105．0

112．0

117．0

122．0

101。5

114．5

115．0

　　　　　　　　　ブーFルを得その硫酸化の条件を

調べ，これをソーダ塩に変え，1％oおよび0ユ％水溶液

の表画張力を求めte．その結果モソサソh社のソ・一・プレ

スソPプがo・1％水溶液で29．6　dyne／cm（15°c，ガく1よ

73．5）を示すのに対し，得られた硫酸エステルソーダ塩

は30～36　dyne／cmの数値が得られ，’まず以て優i良な表

面活性剤と見倣されることを認めた．

　次で酸性油各溜分（沸点20mmにて100～130°Cの

間を6部分にわけ）にアルカリ触媒を加えエチレソオキ

シドを吹込み，エチレソオキシドが8モノ収は15モル

縮舎した物質を製造し，その表面張力，白燈油に対する』

　　　　　　　　　　　　　K界面張力を求めた．これらの製品はいずれも起泡力を有

Rtf。A＋n（q、、－CV、）　．，R　6b＿（GH，－CH，．。）。H

　　　　　　　＼0／

纏毎、

3，表面活性剤の合成

　フェノールを使用する表面活性剤としてはすでに外国

で商品化されているものがあり，まず硫酸エステルソー

ダ塩の形式の喝のには，

　Areskap　100（モソサソト社，原料モノブチルフェニ

ルフェノール），Areskleve　400（同上ジスルホン酸ソ〔

ダ），Beacono1　M（Beacon社，モノエチルフェノ肖ル

硫酸エステルカリ塩：p外にアソモニウム塩，グアニジソ

塩あり）以上いずれも浸潤剤。

　非イオソ活性剤としてエレチレソオキシドと縮合させ

IPt　tsのには，　　　　　　　．

　　Lissapol　N（ICI杜，原料アルキルフエノール），

　　Glim（Babbitt社），以上いずれ庵液状．

　　Igepal　B（独IG社，縮合物の硫酸エステル）織物用，

Peregal，　Diazopon（いずれも染色助剤）Emulphor（乳

化剤）などがある．われわれ’も酸性油を原料としてこの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉
、8

　　　　　　　　　　　　　“　　1　　　　〆－z，k

しない・表面張力は0・5％水溶液において40～50dynel

cm・の値を示し，ラウリルアルapルのポリエチレソグ

コ…ルエt－・・テルの3Q　dyne／c｛nに比較してやや不成績で

ある．

　そこで酸性油各溜分をラウリ些アルーコールによりア

ルキル化した後，エチレソオキシドと反応させ8モルお

よび15モル附加物を試製し拠．そtzr　O．5％o水溶液の表

面張力，界面張力およびSt　iepe1の方法による起泡力試

　　第3表　ドデシルフェノ”ルのポリエチレン

　　　　　　　グリコe…ルエPテル

番号

1

2

3

・4

5

6

力の容

泡
起液比

レ芯ーチシエキ数
加オル附ソモ

慧油⑫

原性℃

100～105

105～109

112～115

117～120

120～125

125～130

純フェノール

　8．3

　15．6

　8
　15．3

’　8．5

　ユ5

　8
　15

　8
　15．5

　8．3

　ユ5

”8

　15

21i

17．7

5．2

8．8

19．8

17．7

26

14．3

34．3

11

16

16

11

14．6

　　　　

灘灘魏
40．5

40．5

41．1

42．9

38．8

39．4

40．5

40．5

39．6

433
41．f

43．6

33

38

13．4

4．9
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轍の結果を第3表に示し九．

　　第3表から番号1，2溜分はドデシル化によりニチレ

　ンオキシド縮合物の表面張力が10dyne以上低下する

　が番号4～6溜分はドデシル化はそのエチレソオキシド

．縮合物の表面張力はあまり変化しないことがわかる．

　おしなべて酸性油各溜分はドデシル基をつけるとその表、

面張力は平均した数値となり，一一maにドデシル基のない

：場合よりも良い成績を与える．ことにフェノールはドデ

．シル基がないと50dyne／cm前後の表面張力であるが，

　ドデシル基が入ると33　dyne／cmとなり，その対比はい

汁ちじるしヒ・．

・5，酸化防止剤の合成

　不飽和油脂は空中に放置すれば常温でも自動酸化を起

Lし，いわゆる酸敗臭を帯びてくる．酸化防止剤は油脂に

ごく窪かの量（0．1～0つ1％）添加してその自動酸化の誘

導期を延長させる作用を有し，食用油の保存に必要な薬

．晶である．米国で公認されている酸化防止剤にBHA

くブチル化オキシアニソe－一ル）がある．BHAはNDGA　、

・（nordihydroguaiaretic　acid）に次で強力な酸化防止剤

。として知られているが，下記のようにその構造式中メト

キシ基をメチル基に変えるとP一クレゾr・…ルの3級ブヂ

ル化物となる（2節参照）．まta合成ゴムの老化防止剤と

｝して米国で市販されているものにDutrex　6（lono1）が

あるが，これも式に示すように2，6一ジ3級ブチルt・・■

P－一クレゾ’ルであり，やはり油脂の酸化防止剤の効力

を有する．

OH

◇c備

Bl㍗i
◇c（㈲3

　CH3

H°b＞C卜1麟r翫く諦

2－　tert．プデ1　L－，b一ワレゾール

　今低温タール酸性油の各溜分につ　フ。なノレ

嚇てイ2ブタノe・一ルによる3級ブチ

ル化を試み得られtc物質の牛脂に対する酸化防止力を比

鮫した結果が第1図である・．

　図中P1～P　4はそれぞれ用いた酸性油の沸点（20　mm）

献120～123°C，115～117℃，110～112℃および80～

’95℃の部分である．比較のためフェノeルのモノブチ

ル化物（融点97～98℃）をP5，ジブチル化物をP6お

．よびか，クレゾe－b　7Lのモノブチル化物をP7とし最強の

紡止剤たるNDGAとともに牛脂に0。01％添加し，50
’°

bにおいて紫外線照射をつづけ24時間毎に試料をと

りその過酸化物価1（Leaの方法により）を測定して酸化

の進行を見た，第1図より明かなようにP5は防止剤無

添加の場合と同じく，NDGAが最も防止力ta　．〈P7が

　　　ND6A

　　　　OH
（C脇C 桙f（G脇

　　　　CH3
　　　1°れ゜t《…〉・ドf（CHの・s°・

22θ0

　　419

　　第

一’
P／q4－－

諜
勤
乞％

霧

、霧
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●

　　　　　0　　　24　　　48　　　72　　　96
　　　　　　－一一紫外線照射時闇（haur）　at　soec

第1図　紫外線照射時間および活性酸素量関係図

これにつづき，P3．　P4，　P2，　P1などの低温タール酸

’性油各溜分がやはり有効な結果を示している．

　この実験は低温タe・・ル酸性油から酸化防止剤合成の予

傭的な実験に過ぎず，もつと詳細な研究結巣を後日発表

する予定である．・　　　　　〆

5，セニルアニソー・taルの合成とその重合

　’tフ、エノPルをメチル化しでアニソPルに変え，これに

・アセトアルデヒドと塩化水素を作用させるとクロロエチ

　ル化が起る，ついで脱塩化水素によりビニルアニソール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノーが得られる．低温タe・一・ル酸性油も同様の過程を終てピニ

㌻ヱ磁灘欝畿繍溜ジ見凝
　　ヤ

’◎OCH・－c｝冊Ct《＞OCH・－CH・・c；→《＞OCH3
　’アニソール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビニルアニ、ノール

下に重合して樹脂状重合体を得るはずである．

　　まず純フェノ・…ルについて実験を試み，2209のアニ

　ソ・…ルに889のパラアルデヒド，150ccの濃塩酸を加

　え氷冷下にHC1ガスを通じ，　P一クロPエチルアニソ’

　ルの石油工一テル溶液を得る．とれにピリジンを加え加

　熱し溶剤溜出後115°Cにて6時闘加熱，生成物からビ

　ニルアニツe’一・ル（沸点91～94°C116　mm）1009を得る・

このビ三ルアニソール（P一メトキシスチレソ）の重合

　は過酸化ペソゾイノじを用い150～180°Cにて8時間加熱，

　して行い，平均重合度130～160の重合体が得られた．

　　低温タール酸性油について同様の実験を試みると得ら、

　れるビニルアニソt－’ルと思われる部分は二重結合がな

　　　　　　　　　　　　　　　　（5ぺe・・一ジへ続く）㌧

9
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　炭水化物ではペレトPスがよく反応しマルトースやラ

クトースのような二糖類になると反応性は落ちる．カゼ

イソとグルコースの反応をしらべteme果，これらを固体

のまま適当の湿度き與えると反懸がとてもよく進み，相

封漁度凡そ65～75％において最適点のあることが判つ

た．それより非常によく乾燥した場合とか，また液体状

をなす場合には反応が非常に遅いことなどがLea氏ら

によつて報告されている．

　メラノイジソはまた色の外に臭いを出す．例えば還元

糖としてグルマース，アミノ酸としてグリシンが互に反

応しfe場合にはピt－・’ルようの匂いを　グルコースとロイ

シソの場合いパソようの臭いを出すといわれている・

　他方又栄養学的見地から見た場含には，メラノイジソ

の生成によりリジソ等のアミノ酸が失われ若干栄養価が

失われる・との報告竜あるが，この方面の班究の具体的デ

ータr’一は乏しい．

　こういつteメラノイジン生成についての研究は未だ充

分でなく，この反応をたくみにコソトロールする有効な

方法も未だ確立されていない．ことにこれらの物質は炭

7X化物が非常に多い中にあるかまたは蛋白質の非常に多

い中にあるので抽出毛なかなふ困離である上に，さらに

炭水化物も蛋白質も非常に不安定な物質であるので，ζ

れが処理中に変化してくるおそれが充分にあり，こうい

つた点からもなかなか難しい．粗製砂糖の色，ピe…ルの

色，その他，食品の福色系続の色の末解決の部分には直

接間接にこれらメラノイジンに関係した事柄が多いと思

われるが，今後の研究によりいろいろの不萌の点が解決

されてゆくことと思われる．

5，あ　と　が　き
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　以上で大体食品の色についての概略を述ぺte．まえが

きの所で食品の色は嗜好素に属していて実際の手ネルギ

…源にはならぬと述ぺteが，一部の色は実隙のエネルギ

P源としてよりも外にヴィタミン効果を持つ物質として

極めて重要なものである．　例えばカロチノイド系色棄

はヴィタミンAにフラビソ系色素はヴィタミソB2と密

接な関係があり1これらの色素は実際人体申においては

ヴィタミソA1，　B2の効果を持つものであるLそれ故こ

れらの色は生命保持に不可欠のものであることを考えれ

ば自ら食晶加工の検討も行われるぺきである．例えば食

用油の脱色等は膿さへうまくゆけば，色についてそれ

程精製する必要はないのでなかろうかとも考えられる・

また食品加工の按術の高度化は当然メラニソ，カラメル，

メラノイヂン等の研究を促進し，これらの問題は微生物

学的の腐敗の問題と共に今後ますます重要な庵のになつ

てゆくと思われる・なおこの小文を書くに当り参考にし

た文献は次の通りである．（1952・7・29）

　1　西川……食周油の製邉及加工．

　2　高田……食糧工業
　3　J．C．　Cain………The　sythetic　dyestuc’s　and　intermediate

　　　　　　　　product’
　4　Gilmann…………Organii　chemisty　an　advanbed　tre4tise

　5　Zechmeister……Die　chromatograph：she　adsorptions・

　　　　　　　　methode．
　6　C．H．　Lea．………The　role　of　aminc・ac1ds　in　the　deterio・

　　　　　　　　ration　of　fool．　in　Chem．　Ind，　March　4

　　　　　　　　1950155page．
　7　西崎……貧吊化学

　8　土屋……水産食物化学
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く重合を起さないという結果が得られナこ．従つて酸性油

からのビニルアニソールの生成は失敗しteが，この原因

の探究をさらに行うつもりでいる．この項の実験は工学

院大学生坂本敬三君が行つte庵のである．

6，む　す　び

低温タr’・・ル酸性油の利用を目的として次の数個の研究

を行つた．J

　1）成分検棄研究　醐生油の成分はこれまでほとんど

明らかにされていないので，3級ブチル化による分離法

とフェノPtル類からシクロヘキセン誘導体を経て得られ

る酸化成績体の確認による成分の推定法とを試みナこ．そ

の結果は充分なものとはいえず，ごく大雑把な成分推定

にとどまり，失敗に近い．

　2）表面活性剤の合成　硫酸エステルソーダ塩形式化

合物はソPプレスソe…プに匹敵する性状あ試製晶が得ら

れた．ヱチレソオキシドと縮合させる非イオソ活悔剤は

ドデシル基がついている場合は30°Cにて40dyne／cm

　二ぷ　　’
藤盛卸　　．．、　．　　．一

｝　　　　・　」

や

の表面張力を有するものが得られることがわかつた・

　3）酸化防止剤の合成すでに有効とされているBH

A，Ionolに近い構造の物質が酸性油から簡単に得られ

るので興昧深く忠い実験したところ，予想通りに充分に

有効に作用する試製品が得られナこ．

　4）　ビニルアゴソールの合成と重合　酸性油から合成

樹脂，特に熱可塑性のビニル樹脂を得る目的で研究を行

つたが，純フェノールでは目的を達するのに反し酸性油

から誘導じナこ物質は重合性がなかつte．

　これまで未解決のままで残されていた低温タPル酸性

油について行つた研究はやはりその半数は失敗の記録で

あつte．しかし僅かながらの新知見と新用途の見通しが

与えられナこことがわれわれの小さな喜びである．

　この研究は宇部興産株式会社の委託研究並びに文部省　　・

科学研究費にょうたもので，ここに謝意を表する．研究

に便宜を与えられた丞井教拠発表を許可された宇部興
産大山剛吉博士にお礼を申上げる．（1952．6．18）　　－　　　」

　交献1）D．R．　Stevens，　Ind　En9．　Chem，35，655（1943）

　　　　　　　　　　U．SP．2，297，588（1942）
　　　2）石井義郎・西山美喜子，油化誌，1，投稿中（昭27）
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